
長崎県五島市椛島沖
浮体式洋上風力実証
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『長崎における実海域実証フィールドを活用した取り組み』
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長崎市

長崎県

～産学官の連携により、海のポテンシャルが、当たり前に社会の価値になる日を目指して～

【海における次世代モビリティに関する
産学官協議会 プレゼンテーション】

長崎県五島市奈留瀬戸
潮流発電実証
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協議会：２０２５（Ｒ７）年２月２６日（水）午前１０時～１２時

・長崎県産業労働部 課長補佐

・長崎県産業振興財団プログラムオフィサー

・長崎大学研究開発推進機構 機構長特別補佐

・産学連携洋上風力人材育成コンソーシアム

副代表 森田孝明

・ASV「KenbotⅡ」

・ASV に搭載する
ROV「Caibot」

長崎大学山本研究室

shimazu-d2us
スタンプ
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（例：五島市）

五島市役所提供資料に赤書き表示



国指定・地域活性化総合特区「ながさき海洋・環境産業拠点特区」

バラスト水処理装置
2013年2月

ながさき海洋・環境産業拠点特区に指定
⇒造船・海洋の特区は本県のみ

高付加価値・省エネ船建造促進、造船関連
技術の海洋・環境分野活用

2013年7月
ながさき海洋・環境産業雇用創造プロ
ジェクト ⇒人材育成・雇用対策を強化
造船振興・海洋クラスター研究開発・事業化

促進、海洋環境エネ振興

2014年7月
海洋再生可能エネルギー実証フィールド
に選定 ⇒７海域のうち３海域が本県
実証実験海域提供、浮体式洋上風力・潮流

発電の実用化促進

これまでの取組

①ＬＮＧ船や客船等の高付加価値船や省エネ船の

建造促進

②バラスト水処理装置等の環境配慮型技術の船舶へ

の活用

③造船関連技術を活用した海洋エネルギー

産業の拠点形成（ｸﾗｽﾀｰ形成）

新型ＬＮＧ船

海洋における地球温暖化対策

海洋エネルギーの実用化

課 題
（特区のテーマ）

海洋環境の保全対策

海洋エネルギーファーム

～本県のポテンシャル～
●造船は本県の基幹産業であり、

関連企業が集積している。

●広大な海域を有するなど、海洋
エネルギー産業の導入ポテンシャル

が高い。

今後の取組

世界初ﾊｲﾌﾞﾘｯ
ﾄﾞ･ｽﾊﾟｰ型浮
体式洋上風車

環境省実証事業

④造船業及び関連産業の競争力強化

・今後の事業戦略の構築や受注機会拡大への支援

実証から商用化

2013年2月15日
内閣総理大臣決定
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内閣官房新しい地方経済・生活環境創生本部事務局・内閣府地方創生推進事務局 所管



実証フィールドとして提案し、国に選定された３海域

・長崎県内市町へ公募。
・４市１町の提案の中から、長崎県
としての提案海域を選定。提案書作成。

・2014年2月26日国へ提案書提出
・2014年7月15日国から選定

 

浮体式洋上風力 

凡例 

潮流 

 

五島列島

対馬

壱岐 ③西海市江島平島沖
（潮流ナーサリーサイト）
江島東側、江島北側、平島東側

②五島市久賀島沖
（潮流）
奈留瀬戸
田ノ浦瀬戸

①五島市椛島沖
浮体式
洋上風力

長崎市・池島

平戸市
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が選定エリア



6.5km

1.9km

2.3km

5.6km

②

田ノ浦
瀬戸

【潮流】

2.2km 1.4km

0.6km

1.8km

0.8km

1.3km

3.4km0.8km

①五島市椛島沖
浮体式
洋上風力

②五島市久賀島沖
（潮流）

奈留瀬戸、田ノ浦瀬戸

③西海市江島平島沖
（潮流ナーサリーサイト）

江島東側、江島北側、平島東側

平均風速7.0m/s以上が
年間９ヶ月（基準３ヶ月以上）

最大流速3.0m/s

（基準1.5m/s以上）

最大流速2.0m/s

（基準1.5m/s以上）

②奈留

瀬戸

【潮流】
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２０１６年３月２３日



スコットランドのヘリオットワット大学、エジンバラ大学、スターリング大学、アバディーン大学、
MASTS(Marine Alliance for Science and Technology for Scotland)と包括連携協定締結

長崎大学
海洋未来イノベーション機構

海洋エネルギーと
水産業を基盤とした
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２０１６年４月１日～



2MW Floating Wind Power (Commercial)

Tidal Energy Generator

Tidal Energy Generator

Floating Environment 

Observation System

Low Cost 

Mooring System

Nagasaki 

Pref. Nagasaki 

Univ.

Nia

s

これまでに主に次のような実証案件
が取り組まれてきた。  

Nagasaki-AMEC

(Asian Marine Energy Centre)

潮流発電

潮流発電

浮体式洋上
風力発電

低コスト化係留
アンカー技術

浮体式
環境観測装置

久賀島周辺・潮流

実証フィールド

漁業との共生

Tidal Energy Generator

潮流発電

江島・平島周辺・潮流

椛島沖・浮体式洋上風力

Tidal Energy Generator

潮流発電

スマートブイ
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国（内閣府海洋政策推進事務局）選定の実証フィールド：Nagasaki-AMEC
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長崎県知事

日本財団
笹川会長

クラスター
協議会理事長

2019年3月21日長崎新聞記事

2022年10月 ※『長崎海洋アカデミー』 開始。（場所：長崎大学キャンパス内）
(※正式名称：『日本財団オーシャンイノベーションプロジェクト長崎海洋開発人材育成・フィールドセンター』）
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2019年3月20日
長崎大学河野学長による記者会見

長崎大学
河野学長（当時）



長崎大学と京セラの共同研究による実海域実証

長崎大学と島津製作所の
共同研究による実海域実証
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日本財団オーシャンイノベーション
長崎海洋開発人材育成・フィールドセンター
（愛称：長崎海洋アカデミー）

島津製作所は、長崎大学との連携協定の下、2023年11月1日に研究
開発拠点「Shimadzu Nagasaki Collaboration Lab」を長崎市に開所

長崎の産学官の連携による実海域フィールドセンター



７大学と10発電事業者による広域のコンソーシアムの形成 
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産学連携洋上風力人材育成コンソーシアム（広域にメンバー拡大中） 2025.2.19現在

台湾

学：長崎大学
産：JERA(商用)
       (台湾Formosa)

学：秋田大学・
秋田県立大学・
国際教養大学

産：三菱商事洋上風力
   (商用)

JERA (商用)

       ENEOS･ﾘﾆｭｰｱﾌﾞ
ﾙ･ｴﾅｼﾞｰ (商用)

東北電力 (商用)

学：新潟大学
産：RWE(商用)
       

産：COP (商用)      

学：千葉大学
産：三菱商事洋上風力
      (商用)

東京電力RP
(NEDO実証)

学：北九州市立大学
産：九電みらいエナジー

(商用,NEDO実証）

学：長崎大学
産：ENEOS･ﾘﾆｭｰｱﾌﾞ
  ﾙ･ｴﾅｼﾞｰ (商用)

中部電力 (商用)

東京電力RP (商用)

住友商事 (商用)

       九電みらいエナジー
         (潮流実証)
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促進区域・有望区域・準備区域の状況

2024.12.24

事業者決定済



コンソーシアムメンバー 連携パートナー等

コンソーシアム連携体制

東京大学，日本海事協会,

エンジニアリング協会
WFO, Carbon Trust,

スコットランド国際開発庁
長崎海洋アカデミー,日本
風力発電協会(JWPA)

＜代表団体・大学＞ ＜パートナーシンクタンク＞

三菱総合研究所

7大学

１０発電事業者

＜教育連携機関＞
[a:教育リソース提供団体］
  GE Vernova, 風力エネルギー研究所,

  DENZAI, JMC Denmark, MHIベスタスジャパン
ホライズン・オーシャン・マネジメント

[b:普及・啓発・企画等連携団体］
  JTB, リクルート, PLIJ

２０２４年度

協業関係

委託外注先関係

支援・協力関係

広域・海外連携等

広義のコンソーシアム

九州大学・北海道大学とも連携活動
・GOWS:グローバルオフショアウインド
サミット(2023.10.13 北九州)等
連携してミニセッションやセミナー開催
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８協力機関

etc..・カーティン大学（オーストラリア）

・ブレ―マーハーフェン大学（ドイツ）

・エジンバラ大学 ・ (案)ヘリオットワット大学（スコットランド）

＜海外大学＞

＜連携機関＞
・洋上風力人材育成推進協議会(ECOWIND)

・室蘭洋上風力関連事業協議会(MOPA)

<連携大学＞



https://www.kyutech.ac.jp/whats-new/press/entry-11154.html

2025年1月24日
九州工業大学
プレスリリース

九州工業大学HPより
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https://www.kyutech.ac.jp/whats-new/press/entry-11154.html


https://www.kyutech.ac.jp/whats-new/press/entry-11154.html

九工大、長崎大、東京大で連携し、実海域技術開発研究推進センター（仮）を設立し、海洋分野の地球規模の課題を解決。

九州工業大学HPより
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https://www.kyutech.ac.jp/whats-new/press/entry-11154.html


https://www.kyutech.ac.jp/whats-new/press/entry-11154.html 九州工業大学HPより
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https://www.kyutech.ac.jp/whats-new/press/entry-11154.html


https://www.kyutech.ac.jp/whats-new/press/entry-11154.html

【東京大学・九州工業大学・
長崎大学連携】

国内で水中ロボット研究をリー
ドする３機関が連携し実海域技
術開発センター（仮）を設置予
定。海洋技術の連続的社会実装
を可能とし北部九州を水中ロ
ボットの世界的な社会実装拠点
として確立する。

九州工業大学HPより
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https://www.kyutech.ac.jp/whats-new/press/entry-11154.html


実証フィールドとして提案し、国に選定された３海域

・長崎県内市町へ公募。
・４市１町の提案の中から、長崎県
としての提案海域を選定。提案書作成。

・2014年2月26日国へ提案書提出
・2014年7月15日国から選定

 

浮体式洋上風力 

凡例 

潮流 

 

五島列島

対馬

壱岐 ③西海市江島平島沖
（潮流ナーサリーサイト）
江島東側、江島北側、平島東側

②五島市久賀島沖
（潮流）
奈留瀬戸
田ノ浦瀬戸

①五島市椛島沖
浮体式
洋上風力

長崎市・池島

平戸市
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今、改めて、浮体式洋上風力や潮流発電＋離島の実海域にイノベーションの拠点を！！

【森田私見】

Ⅱ．海の次世代モビリティ
も、海洋エネルギー実海域
実証センターとセットで。
離島のニーズにも対応して。

Ⅰ．浮体式洋上風力の実海域
実証のアジア拠点が必要。

＋

海洋開発を通じた地方創生⇒令和の列島改造（Transformation)

が選定エリア



１．長崎は、２０１４年７月、内閣官房より、我が国初の海洋再生可能エネルギー実証フィールドの指定を受
ける等、実海域を活用した技術開発や産業創出、地域活性化に取り組んできた。現在は独自のフィールド
センターも設けている。→全国・アジア市場を見据えて、国・産業界とともにさらに取り組みを続けたい。

２．世界では、実証フィールドの運営機関の会議が定期的に開催され、我が国からは長崎だけが招待を受け、
参加している。海中ロボット、水中グライダーなど様々な海洋技術の実証フィールドが展開している。

３．英国では、海洋再生可能エネルギーの実証サイトとしてＥＭＥＣの取り組みが有名。風力発電についても
リーベンマウスのデモンストレーションタービン、デンマークでは、ウステリル国家試験場など、実証
サイトにおいて、数々の実証開発プロジェクトが行われている。

４．実証フィールドの活用は、開発への実投資を促すプログラムと並行して進められるべきと考える。
また、海域の設定だけでなく、その運営機関支援や、運営を通じた技術規格や国際認証提案・認証データ
提供、併せて人材育成などを意図した制度設計がなされるべきである。

５．実証フィールドが中長期的に価値を生み続けるためには、政府と大学がタッグを組んだ取り組みが効果的
と考える。オープンイノベーション型での技術開発と次世代の高度人材を同時に生み出すしくみとすべき
ではないか。

６．これからから具体的に立ち上がる洋上風力産業分野でまず初期需要をつくることが重要。第一段階は、そ
の初期需要をターゲットに既存の実証フィールドやGI基金のフェーズⅡ実証やNEDOの次世代実証等を
活用しながら技術と人材と実績を作り、第二段階では海外市場参入も実現していく戦略を期待したい。

７．スコットランドの北の離島オークニー諸島では、ＥＭＥＣが設置されたことにより、大学の分校が立地し、
様々な開発案件が持ち込まれ、若者も集まり、地域全体がイノベーションに積極的な地域となっている。
このようなポジティブな将来像を提示し、実海域の実証フィールドが高度人材を生み出す拠点となるよう
取り組むべきと考えている。（地方創生）

【説明内容のまとめ】

国土交通省様、海の次世代モビリティに関する産学官協議会の皆様にも、ご参画・ご指導い
ただきながら、次世代の海洋開発・次世代モビリティ開発に貢献していければ幸いである。

２０２５年２月２６日 【海における次世代モビリティに関する産学官協議会】

実海域での技術開発＝実海域実証フィールド重要！！
実プロジェクトを通じたイノベーションと人材育成 【森田私見】

以上、ご清聴ありがとうございました。19
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